
別記様式（第14条関係） 

 

附属機関等会議録 

令和４年９月 27日  

 

会 議 の 名 称 
令和４年度  第１回島田市中小企業・小規模企業  

振興推進会議  

開 催 日 時 

                15時30分から 

   令和４年８月25日    

                17時00分まで 

開 催 場 所  島田市役所  第２委員会室  

会 議 の 議 題  

１  開会  

２  説明及び意見交換  

・島田市中小企業・小規模企業振興基本条例の確

認  

・本年度の施策とこれまでの取組について  

・令和４年度のテーマについて  

３  閉会  

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

公開 ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
 

公 開 の 場 合 の  

傍 聴 人 の 数  
８人  

出 席 者 の 氏 名 等  別添資料のとおり  

会 議 の 結 果  

今回の会議は、令和４年度に取り組むテーマの方

向性を位置付けることを目的とした。まず、本会議

の設置条例に基づき、各々の役割を再確認した。  

次に、これまでの実施施策及び本年度実施施策、

そして現在中小企業・小規模企業を取り巻く環境を

共有した上で、今、何が必要なのかを議論した。  

 

本年度の施策とこれまでの取組について、委員か

ら挙がった意見や質問（●）と事務局の回答（→）

は以下のとおり。  

●  本年度実施するデジタルトランスフォーメーシ

ョン（以下、ＤＸ）に係るセミナーの進捗はいか

がか。  

→  現在、具体的な実施内容を練っている段階であ



り、 10月頃から実施したいと考えている。  

 

●   ＬＩＮＥクーポン事業の評価は高い。条件の縛

りはあるが、商店街としては助かっているという

声がある。今後の予定はいかがか。  

→  次回のＬＩＮＥクーポン事業は 10月以降に実施

を予定している。現在、条件面を精査している。  

 

●  サテライトオフィス等進出事業費補助金につい

ての進捗はいかがか。  

→  令和３年度の実績は、シェアオフィス開設が１

件、本社移転１件であった。首都圏からの移転は

なかった。令和４年度は、現在、シェアオフィス

開設１件の申請を受けている。  

 

●  今年度から事業継続力強化計画を実施している

が、申請状況はいかがか。事業継続力強化計画の

策定を条件とする中で 、事業者の防災意識を高め

る点から良い補助金であると思う。  

→  予算 500万円のところ、現在の申請は１件 20万円

に留まる。問い合わせはかなりいただいている。

有事に備えて検討される様子がうかがえる。  

 

～以下、本年度テーマ設定にあたって委員から挙げ

られた意見～  

 

・喫緊の課題である原材料の高騰については、策を

うつ必要がある。  

・販路開拓やマッチングの機会を求める事業者の声

がある。コロナ禍ではあるものの 、出店募集やバ

イヤーとの相談機会が増えている。販路開拓に係

る補助金を仕掛けてはどうかと思う。  

・原材料高騰の点で仕事量は増えても売り上げ 、利

益に繋がらないのは課題である。  

・物価・燃料高騰 対策は、会議で解決できるレベル

のものではない。島田市でできること、できない

ことがある。 カンフル剤を打つのか、ウィズコロ

ナの施策を展開していくかの２点ではないか。  

・島田市の産業支援センターは充実し、支援体制も

整っているなど、他市には真似できないものだと



思っている。センターでの 個別相談で対応可能な

ことが多いことから、全体的に取り組めるものと

してＤＸ推進が良いのではないかと思う。  

・行政が絡めば良いと思うのは、 SDG'sや脱炭素、Ｄ

Ｘであり、いずれも事業者が取り掛かりにくい 分

野である。これらの取組に関し 、リクルートの際

に若い人から 社の状況を聞かれて焦り、やらなく

てはと思うようだ。教育機関と連携し て地域を盛

り上げていくことで自治体が関わるのは良いこと

ではないか。販路拡大、人材確保といった点も若

い人からの意見を入れて進めてい き、学校と企業

との連携の中に SDG's、ＤＸを絡めていくのが面白

いのではないか。  

・喫緊の課題として、人材確保が挙げられる。活動

がなかなか結果に結びつかない状況 。人材確保と

セットで働き方改革（働きやすい環境の提供）が

大切ではないか。  

・社会的に兼業、副業が広まってきている。 事業者

の課題を解決できるような副業人材とのマッチン

グができれば良いのではないか。  

・小学校の教科書で SDG'sや環境教育に触れており、

子どもたちはそれを学んでいる。企業として SDG's

などを意識していくことは必要である。  

・コロナ前から人材不足が叫ばれており、少子高齢

社会でそれはより顕著になる。  

・教育、大企業とのマッチングは必要だと思う。 こ

れからの若い人たちの意見や考え方を聞くことで

中小・小規模企業は勉強していき、できないこと

を大企業にお願いして教えてもらう。中小・小規

模企業、大企業、教育現場で全体的に地域を盛り

上げる施策があればよいと思う。  

・中小企業の課題 についてコンサル タントに聞いた

ところ、自社の強みを説明 できる経営者が少ない

とのこと。強みをこれから先の社会に生かせるの

か考える必要がある。自社の強みを言えるように

す る こ と が 、 事 業 を 様 々 な 方 向 に 広 げ て い く 。

SWOT分析をはじめ、前向きに進めていく取組をす

べきではないか。  

 

これらの意見を参考に、令和４年度会議の具体的



テーマを設定していくこととする。なお、限られた

時間では意見の集約等が難しいことから、各委員に

対して、後日書面にて取り組むべきテーマの提出を

依頼して閉会した。  

 

提出された資料等 別添資料のとおり  

会議を所管する課

の名称 
産業経済部  商工課  

その他必要な事項  

 


